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＜測定方法・条件など＞ 

 

 １．測定日 令和 3 年 4 月 26 日（月）・27 日（火）・30 日（金） 

 

 ２．測定施設・箇所数 

（住民生活課） 

   町内公共施設 6 施設、24 箇所 ・・・Ｐ１～２ 

  （教育委員会総務課） 

    町内教育施設 6 施設、17 箇所 ・・・Ｐ３ 

 

３.測定方法 

  ＩＥＣ（国際電気標準会議）で制定された、電力設備によ

り発生した磁界に対する人体ばく露に関する測定方法の国際

規格ＩＥＣ62110 による。 

 （測定分類） 

Ａ：空間的に均一な磁界の場合（たとえば、架空送電線や架空

配電線、施設内など）は、地表または建物内の床面から高さ

1.0ｍの 1 点での測定値を空間平均値とする。 

Ｂ：空間的に不均一な磁界の場合（たとえば、地中ケーブルの

上方や発電所、路上変圧器やケーブル立ち上がり部の側方

等）は、地表または建物内の床面から高さ 0.5ｍ、1.0ｍ、1.5

ｍの 3 点でそれぞれ測定を行い、3 点の測定値の平均を空間

平均値とする。 



Ｃ：磁界発生源から近い場合（小・中学校ＰＣ電源ＢＯＸ前）

は、発生源から 0.2ｍ、1.0ｍ、2.0ｍとする。（※一般財団法

人 電気安全環境研究所 電磁界情報センターによる） 

 

４．測定機器 

ＪＩＳ Ｃ １９１０「人体ばく露を考慮した低周波磁界及

び電界の測定―測定器の特別要求事項及び測定の手引き」の

規格適合機器  

※メーカー：Ｋａｉｓｅ，型番：ＳＫ－８３０１ 

 

 ※電磁波に対する国の規制値は、200μT(マイクロテスラ)【経

済産業省の基準】であり、今回測定した各施設の測定値は、国

の規制値を大幅に下回っています。 


